


　1989年２月、当クラブは、RI第2660
地区のインターシティ・ゼネラル・
フォーラム（ IGF）第６組の主催クラ
ブとなり、そのテーマに「留学生問題
を考える」を選定。大阪市立大学前学
長木村英一氏にコーディネーターを
お願いし、関西国際学友会専務理事
浦野吉太郎、大阪市立大学教授佐藤
全弘の両氏を講師として「留学生を
めぐる現場から」という演題の基調
講演をして頂いた。
　またそれに引き続き、大阪大学、
大阪市立大学、大阪府立大学、神戸
大学、関西大学、関西国際学友会日
本語学校よりの男女計 35名の留学生

を囲むバズセッションを13クラブ約
300人のロータリアンの参加で開催し
て、留学生に関する認識を深めるこ
とができた。
　このIFGが契機となり、同年７月の
創立５周年記念事業の一環として当
クラブ独自の国際交流基金の設立が
決議され、クラブ内で募金を開始し
た。基金の事業目的は「外国人に対
する日本語教育の振興による国際的
相互理解の推進」と定められた。
　創立10周年を迎えた1994年、基金
の利息と年度内の募金を原資に、上
記事業目的に添って運営を開始した
ものである。
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大阪鶴見ロータリークラブ

国際交流基金について

　当クラブは例年、鶴見区民まつり
に「国際交流コーナー」で参加、地
域社会とのふれあいを深めている。
この催しには、第2660地区への青少
年交換学生とともに大阪日本語教育
センターの留学生（旧関西国際学友
会日本語学校）も招待されている。
　同センターと当クラブは、上記IGF
を含めて特別にご縁があり、国際交
流基金運営の最初の事業として、同
センターの学生を対象に日本語作文コ
ンクールを開催することになった。
　このコンクールは1994年を第１回
とする５年間の継続事業として始ま
り、1998年に５年間延長された。第

10回を終えるにあたり継続の是非が
議論されたが、コンクールの方法を
一部見直した上で引き続き実施する
こととなった。
　この13年間に日本語作文コンクー
ルに応募された作品数の年次推移は、
次ページの表と棒グラフに示す通り
であり、第10回からの応募作品の減
少は、生徒数の減少によるものであ
る。
　このコンクールへの応募資格は、
大阪日本語教育センターの留学生（４
月末日現在）で、同センターのスピー
チコンテストに準じて初級、中級、
上級とクラス分けをし、日本語習得

大阪日本語教育センターの留学生による

日本語作文コンクール
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大阪日本語教育センター　留学生参加
日本語作文コンクール応募者数の推移

初　級 中　級 上　級 総　数
第１回（1994） 44 30 11 85
第２回（1995） 41 23 13 77
第３回（1996） 28 20 20 68
第４回（1997） 56 34 30 120
第５回（1998） 60 26 31 117
第６回（1999） 57 32 26 115
第７回（2000） 53 37 31 121
第８回（2001） 56 64 58 178
第９回（2002） 61 73 44 178
 第10回（2003） 60 49 44 153
 第11回（2004） 47 50 46 143
 第12回（2005） 71 50 35 156
 第13回（2006） 65 50 54 169
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大阪鶴見ロータリークラブ 国際交流基金運営委員会（2006年 7月1日）

年限によるハンディキャップの解消
を狙っている。表彰の内容は各級と
も最優秀賞１名５万円、優秀賞２名
２万円、審査員特別賞１名２万円と
なる。審査員特別賞は、非漢字国出
身者に贈られる努力賞であり該当す
る作品があれば選出される。なお、

選に漏れた応募者全員に参加賞が贈
呈される。
　作文のテーマは自由であるが、原稿
は自作、かつ自筆・未発表のものに限ら
れ、クラブ会報等への掲載の権利は当ク
ラブが有している。
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第13回作文コンクール入賞者

初級 中級 上級

最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞

张　　敏（中国）

チョウ　ビン
「経済の発展及び問題」

宋　　宇（中国）

ソウ　ウ
「日本に来て、
　失ってよかったもの？」

�　竺蓉（台湾）

ゴ　チュヨウ
「ささやいている手」

優秀賞 優秀賞 優秀賞

李　槍�（�国）

リ　チャンフン
「お風呂屋さん」

PHIASOUKKHA THANVA
（ラオス）

ピアスッカ　タンワー
「日本人と時間」

刘　　程（中国）

リュウ　テイ
「プリズムのような留学生活」

GALIDO, RICHARD JOMPILLA
（フィリピン）

ガリド　リチャード　ホムピリア
「日本語の勉強」

�　英民（�国）

チョン　ヨンミン
「外国人の目に映った日本」

�　菊华（中国）

ゴ　キクカ
「海の如く深き愛に」
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初級参加者 65名
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中級参加者 50名
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上級参加者 54名
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　経済が発展するとともに、色々な
問題が起こった。急速な都市化のた
め、都市環境は非常に悪化し、人口
過密などによって、様々な問題が生
じた。第二次世界大戦後に、殆の植
民地が独立し、経済が発展し国民の
生活も豊かになった。しかし、発展
途上国の工業化と人口の増加により、
自然環境や環境汚染が悪化した。
　一九七二年に、第一回国際環境会
議が開催され、多くの国が参加した。
それ以来、地球環境会議は定期的に
続けられた。其々の国が抱える環境
問題を全人類の問題として、考えな
ければならない。私達を取り巻く環
境問題には、フロンガスによるオゾ
ン層の破壊や二酸化炭素などの温室
効果ガスが引き起こす地球の温暖化、
更には、酸性雨、砂漠化。そして、
森林が消え、土地が少なくなる問題
などがある。どれ一つ取り上げてみ
ても自国だけで解決できるものはな
い。これらの問題を引き起こしてい
る原因である環境破壊は非常な速さ
で進んでいる。早急に効果的な政策
を立てなければ、この深刻な状況は
どんどん広がり続けていく。日本は

世界で環境保護の一番良い国だ。全
世界で高く評価された。これは日本
国民の進んだ意識、教育の普及及び
環境政策が正しいということである。
中国でも、個人の意識も少しずつで
はあるが変わり始めた。人々が資源
のリサイクルを考え、排気ガスを減
らすなど始めた。手遅れにならない
うちに何か手を打つことが考える。
現在の状況を急速に変えることはで
きないかもしれない。だから、環境
問題の解決は、今同じ時代に生きる
人間のためだけではなく、次の世代
の人達、未来の子供達に対する私達
の責任でもある。その為、私の留学
の最大目標は大学で環境政策、管理
などを勉強することだ。そして、中
国に戻って、破壊された環境を救い
たい。

経済の発展及び問題
　

最優秀賞（初級）



　日本へ来て初めてお風呂屋さん
に行った話だ。お風呂の文化は韓国
に比べて特別な差違はないと思って
いたので心配せず、友達とお風呂屋
さんに向かった。内部構造は韓国と
同じだった。だが、中にはせっけん
がなかった。僕らは何も持って行か
なかったので隣の人に借りるしかな
かった。日本人は垢を落とさないと
知っていたが、実際に見るとちょっ
とおかしかった。もちろん逆から
見たら同じだろう。また、電気が流
れているお湯があったが怖いので入
れなかった。そのようにお風呂を終
わってからロビーへ出てみるとタオ
ルがなかった。やむをえずに人々の
顔色をうかがいながら扇風機に体を
任せた。その時、けっこうびっくり
することが起こった。男湯におばさ
んが入って来て掃除をはじめるでは
ないか！そんなに年上でもなさそう
だった。たぶん四十五才ぐらい？僕
の素肌を見られてしまった。体を隠
す時間もぜんぜんなかった。ほかの
人々は平気だったが僕らは本当に慌
てた。韓国でもトイレはおばさんが
掃除するが男湯に入るのは夢にも想

像できないことだ。
　これは男女不平等ではないか！そ
れなら女湯はおじさんが掃除しても
大丈夫かな。機会があったら僕も一
度ぐらいは掃除してみたい。掃除時
間は長ければ長いほどいいと思う。
　終わりに、男にも恥かしさがある。
それで次にお風呂屋さんに行くのが
怖くなった。まだ、そのおばさんの
微笑が忘れられない。
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お風呂屋さん
優秀賞（初級）



　「日本語の勉強はむずかしいです
よ。」わたしが会った多くの人々は
日本語について、そうコメントしま
した。
　わたしのそぼは言いました。「さ
いしょに、日本語の勉強は悪い映画
を見ているようです。」
　それはおもしろいけれど、こわい
映画なので、あなたは国へ帰りたく
なるでしょう。あなたのまわりの日
本人はエイリアンのようにあなたの
わからないことばをたくさん言いま
す。そして、日本人はあなたのこと
ばがぜんぜんわかりません。あなた
はこわくなって日本社会からにげ出
したくなるでしょう。
　また、わたしの友人は言いました。
「日本語の勉強はローラーコースター
にのっているようです。」まず、あな
たは大きなゆうきがひつようです。そ
して、その後でめまいがするように
なります。日本の人々が早く話すと、
きっとあなたはめまいがしますよ。
　また、ある人は言いました。「日
本語の勉強はあなたの大好きなゲー
ムをやっているようです。」かつ時
もあれば、まける時もあります。全

力をつくしても、思わなかったけっ
かになることもあります。
　やきゅうでは、どんなに強いボー
ルをピッチャーがなげてくるのか、
バッターにはうつまでわかりません。
うまくうつことができるかもしれま
せん。三しんするかもしれません。
だから、プレーヤーは毎日いっしょ
うけんめいれんしゅうするのです。
日本語を勉強してもまだまだ知しき
がたりないと感じるでしょう。
　わたしが言いたいことは、ゲーム
にかっても、まけてもいいゲームを
しているかぎり、それは問だいでは
ないということです。日本語の勉強
も同じです。うまくいく時も、いか
ない時もありますが、いい先生とい
い友だちがいればがんばれます。そ
れが一番大切なことだとわたしは思
います。
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日本語の勉強
GALIDO, RICHARD JOMPILLA（フィリピン）ガリド リチャード ホムピリア
優秀賞（初級）
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　僕の留学生活はもうすぐ９ヶ月目
になります。最初のころ、本当に日
本人の親しみ深さと街の美しさに驚
きましたが「日本に来てよかった」
とは全く思いませんでした。
　日本に留学することを決心した僕
は、中国の激しい受験競争から抜け
でることができ、非常に「充実した」
高校生活を送れました。友達と一緒
に遊んだり、家族と毎日美味しいも
のを食べたり、なかなか楽しかった
です。
　しかし、日本に来ると、僕の生活
は完全に変わってしまいました。物
価が高いので、以前のように好き勝
手に遊ぶことも、食事をすることも
できなくなりました。姉は毎日学校
とバイトで忙しく、僕のことを考え
てくれる余裕もありませんでした。
学校の中でもクラスメートは自分の
ことで忙しく、なんとなく「冷たい」
感じがしました。そんな時、中国に
いる友達のチャットから、大学生活
をとても楽しんでいる様子がわかり
ました。僕は内心悔しくてなりませ
んでした。高校の時苦しくても受験
をし、目指す大学に入学していたら、

きっと幸せになっていたかもしれま
せん。親の愛情、また友情をも失っ
てしまったのではないかと思いまし
た。
　そんなことを感じている時期に、
すごい事故を起こしてしまいまし
た。坂道でかなり速いスピードを出
し、むこうから来た車を避けようと
して戸建の家の壁にぶつかってしまっ
たのです。一瞬意識がなくなりまし
た。どれくらい時間がたったでしょ
うか。意識が戻った時は頭も顔も血
だらけの状態でした。携帯電話はこ
われて、どこにも連絡が取れなくな
りました。けがをして電話がない。
言葉が通じない。タクシーの呼び方
もわからない。どうすれば病院に行
けるでしょう？このまま血が止まら
なければ僕は死ぬのかもしれないと
いう不安でいっぱいでした。
　持っていたハンカチで血をふき、
痛みをこらえながら、姉のバイト先
に向かってひたすら歩いていました。
そしてようやく店に着きました。店
長は僕の状況を見るや否や、何も言
わずに店を閉めて、病院まで連れて
行ってくれました。そこですぐに手

日本に来て、失ってよかったもの？

最優秀賞（中級）



－11－

術を受けることになったのです。
　僕はけがのため静養する必要があ
りました。それで姉も休みを取りま
した。毎日僕の勉強を手伝ってくれ
たり、料理を作ってくれたり病院で
の検査にまで毎回連れていってくれ
たりしました。そして、そんなある
日のこと、学校から一通の郵便物が
届きました。その中には勉強用のプ
リントや先生とクラスメートの「お
大事に」と書いてある手紙が入って
いました。皆のやさしい気持ちが僕
の心の中に伝わってきました。
　そんな皆の応援のおかげで僕は思っ
たより早く回復しました。けがをし
ている間の皆のそれぞれの言葉に感
動しました。その時点で僕の考えは
変わりました。「日本に来てよかっ
た。皆と知りあって最高。いろんな
ことを経験してよかった。」と。
　今の僕は皆の期待にこたえるため
に、百パーセントの力をこめて勉強
しなければなりません。やっと日本
に来て、失ってよかったものは何かが
分かるようになりました。それは、
子供のころからのわがままな心と怠
惰な生活だったということが。
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日本人と時間
PHIASOUKKHA THANVA（ラオス）ピアスッカ タンワー
優秀賞（中級）

　私が日本に来て、約三ヶ月になり
ました。私は徐々に日本の生活に慣
れ、また毎日勉強を頑張っています。
日本での生活の中で、私は故郷のラ
オスにいる時と比べて、生活の中に
違いがあることに気が付きました。
それは時間です。
　というのも、私は日本に来てか
ら、時計を見ることが多くなったか
らです。私はラオスにいる時は、意
識をして時計を見ることはあまりな
かったのですが、日本で生活をはじ
めてから、私は自然と時計を見るよ
うになりました。
　私はテレビで、毎朝、日本人が時
計を見ながら行動し、学校や仕事に
向かうところを見ています。日本で
は、いろいろのところに時計が多く
かけてあるのが便利です。そこから
私は日本の人々が時間を中心に生活
していると思いました。私がなぜそ
う思ったかというと、ラオスでも人々
は時間が大切ですが日本ではもっと
大切だと思います。ラオスの人々は
時間を気にせずに生活しているから
です。例えば、バス。ラオスではバ
スが時間通りに来ることはあまりな

く、多くの場合、バスは遅れて来ま
す。時々遅れて来るので、私達は急
ぐ必要がなく、ゆっくりと時間を過
ごしてきました。しかし日本では、
時間に追われて生活をしているよう
な気がします。人々が時間に操られ
て生活をしているように感じました。
その反面、時間通りにバスや電車が
来ることに私はおどろきました。
　私が日本に来て三ヶ月ですが、私
は日本で生活をする時は、時計は現
代の生活になくてはならない物だと
思いました。もし時計が無ければ、
自分が乗りたいバスや電車に乗れな
くなり、また遊びに行ったところか
ら帰れなくなってしまいます。です
から、私はいつも時計を持ち歩くよ
うにしています。
　さらに私から見て、日本人はいつ
もとても忙しそうに行動していると思
います。例えば私が買い物に行った時
とか、電車にのりかえる時とか、日
本の人々はラオスの人々に比べて、
歩くスピードも速いと感じました。
では、なぜ、日本人は速く歩くので
しょうか。
　それは、日本人は時間を大切にす
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る民族だからと、私は考えました。
これは私の先輩から聞いたことなの
ですが、もし日本の人々が時間を大
切にしてこなければ、今の日本はな
かったということです。日本人が時
間を大切にしていなければ、バスや
電車が時間通りに動くことはなく、
経済も発展してこなかったでしょう。
つまり、今のような快適な暮らしは作
られてこなかったということです。
そして、今のような暮らしが無けれ
ば、私たち留学生は日本に留学して
いなかったかもしれません。私にとっ
て、日本は憧れの国であり、夢をか
なえてくれる国です。日本の人々は
忙しそうに行動していますが、それ
は日本独特の風習だと思います。世
界中で日本人ほど一日中忙しく行動
している人は外にないのではないか
と思います。私は彼らを見て自分を
もって成長させたいと思いました。
もし私が成長しなければ、私は周り
に取り残されてしまい、日本で高い
レベルの勉強をしたいという自分の
夢をかなえられないと思うからです。
私は今、自分の夢をかなえるために
日本語を勉強しています。その中に
日本での生活に慣れるということも
含まれています。私は日本の文化や
歴史を知ったうえで、高いレベルの
勉強をしていき、最後には日本で働
けたらいいなあと思います。

　過ぎ去った時間は取り戻すことがで
きないので時間を大切にしましょう。
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外国人の目に映った日本

優秀賞（中級）

　私は日本に来てまだ一年足らずで
す。学校と家の往復の単調な生活だ
けですが、いろんな日本人を見て感
じたことは日本人は本当に親切だし
信じられるということです。
　ある日、私は米を買いに行きまし
た。でも買わずに家に帰りました。
というのは私がスーパーで米を持っ
てレジでお金を払おうとしていたと
き係員に明日買うことをすすめられ
たからです。係員の話によると明日
から米の割引があるそうです。私は
なぜその人がそんなことを言うのか
理解できませんでした。その時売っ
た方が面倒にならないし店にも利益
があるのじゃないかと思いました。
その時が日本へ来て初めてびっくり
したことでしたが、その後ももっと
びっくりすることはたくさんありま
した。
　私は腰が痛くて近くの医院にはり
を打ちに行きました。そこで何か書
いてある紙をもらったのです。その
紙に書いてあったのはその医院以外
の病院についての詳しい説明でした。
どうしてこんな紙を配るのか。でも
本当にいいことだと思いました。患

者さんが急に痛くなった時やもしこ
こに来ても治らない時、外のところ
にも行ってみるように紙を配ってい
るのでした。そのために私は近くに
ある外の病院もわかったので便利に
なりました。
　また、学校の友達が財布を忘れて
しまった時のことです。私はその財
布をさがすのは難しいと思ったので
すが、そのつぎの日にある駅から電
話がかかってきて見つかりました。
いっそうびっくりしたことは各種証
明書やクレジットカードだけでなく
お金もそっくりそのまま戻ってきた
ことです。本当に本当に珍しくて良
かったと思っていた時先生が日本で
はよくものが戻ってくると教えてく
れました。私の国ではそんなことは
ないのでさがそうとも思いません。
むしろ私の国ではわすれ物を見つけ
てあげた人が忘れてしまった人にお
金を要求することもしばしばあるの
で私なら知らない人の忘れ物を届け
てあげたかなと考えました。忘れ物
をわざわざ届けてあげるのは面倒なの
にやっぱり日本人だと思いました。
　また、日本人は時間をよく守ると
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思います。私が日本へ来たばかりの
時、日本語がぜんぜんできませんで
した。日本語ができる知り合いにお
ねがいしてある商品を注文しました。
商品は私が指定した時に送ってもら
うことになっていたのですが、私の
国の宅配はあまり時間を守らないの
で日本でもそうだと思って期待せず
に待っていました。しかしその時間
になったら家のベルがなって日本語
ができなくてももらうことができた
ので本当に嬉しかったです。それか
らも宅配してもらった時、ちょうど
決めた時間にきたのでびっくりする
しかなかったです。なぜそんなこと
ができるのかというと日本人は約束
を大切に考えているからなのでしょ
う。このことでもっと日本人のこと
が信じられるようになりました。
　また、私の国で日本人が交通規則
をよく守るというのをテレビで見た
ことがありました。実際に横断歩道
を渡る人が車が来なくても赤信号を
守っているし車も人が通らなくても
赤信号を守るのをたびたび見て感心
させられました。
　このように外国人の目に映った日
本人は親切だし日本は信用と信頼の
国だと思いますからこれから日本に
来る外国人は心配はいりません。何か
をなくしてはしまっても何かを買っ
ても何かをしようと思っても日本人

は間違いありません。
　でも、日本人にもそうじゃない人も
いるので気をつけないといけません。
　これからも日本が日本の信用を落
とさずにもっともっとよくなったら
いいと思っています。
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ささやいている手

最優秀賞（上級）

　「君の手がささやいている」とい
うドラマを見たことがある。手で話
せる方法が手話である。
 手話はその名の示すとおり、手で話
すというものだ。耳が聞こえない人
は、言葉を学びにくい。しかし、言
語のかわりに手話を使い、外界と交
流ができるようになった。
　私は大学で、手話クラブに入部し、
手話を習い始めた。初めのうちは、
手話歌を通じて、一つ一つの単語を
習った。手話歌の試合に出たり、演
出をしたりしているうちに、引っ込
み思案だった私は自信をもつように
なった。
 ある日、友達が「中華民国聾人協
会」というクラブへ連れて行ってく
れた。手話を習って以来、手話の単
語はもう足りていると自信を持って
いた私にとって、耳が聞こえない人
と話すことは簡単だった。クラブへ
行く前、私はそう考えていた。しか
し、実際には、聾者が言っているこ
とが全くわからなかった私は、穴に
入りたいほど恥ずかしかった。「驕
傲な人は、きっと負ける。」という

諺を守って、その日から、謙譲の心
を持って学ぶようにした。その日は
私の人生の分岐点といっても、言い
過ぎではない。
　そのことをきっかけにして私は、
手話ボランティア活動に参加し始め
た。また、市政府の労働局で開いた
「手話通訳クラス」でも手話を学ん
だ。週に三回、遠い桃園から、台北
まで、バイクでの通学は大変だった
が、手話はだんだん上達した。手話
が上手になるにしたがって、多くの
聾者と友達になった。そのため、「ど
うしてあげればいいかな。」、「耳
が聞こえない人にとって、本当に必
要なものは何か。」などの問題点を
つくづく感じた。そして、ボランティ
アの友人とそういう気持ちを持って、
様々な活動を行った。
　例えば、健常者が聾者の生活の中
で、不便なところを身を以って体験
するための、一泊二日の活動を行っ
た。その一泊二日の間は、一言も話
さないようにした。買い物をする時、
何か言いたい時は、手振りと身振り
を通じて伝えた。生まれて以来初め
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て言葉で伝えられないようにした。
非常に不便を感じる一方で、社会の
人々にどのように注目されているの
も、感じてもらった。同情、かわい
そう、嫌ね、…様々な表情が人々の
顔に見えた。ある店ではお化けを見
るような顔をして、似て非なりの私
達を追い出した。その時、怒りつつ
も、一般の人々の体が不自由な人に
関する知識が不足しているのが悲し
かった。
　こういう経験もあり、どんな小さ
な事でも、耳が聞こえない人を助け
てあげようと思った。そして、手話
通訳者になった。手話通訳の経験を
通して、色々な場面を見た。また、
卒業後、聴覚障害者就職サービスに
関係する協会に勤めた。
　聴覚障害者就職サービスとは何を
するところか。その名の示すとおり、
耳が聞こえない人に仕事を探し、一
緒に面接を受け、そして、三か月そ
の人と一緒に仕事をするのである。
失業率が高い台湾では、一般的な大
学卒業生も仕事を探しがたいが、聾者
にとっては、もっとむずかしい。身体
障害者向けの会社はあまりないし、耳
が聞こえない人を雇う会社も思った
より少ない。大勢の人々が、「耳が
聞こえない人は仕事の邪魔だ。何も
できないし…」と言った。しかし、
聾者は本当に何もできないのか。そ

のようなことはない。お客の応待は
ともかくとして、健常者ができるこ
とは聾者でもできる。耳が聞こえな
いので、健常者より集中してする。
一般の人々が古い考え方をしている
のは、身体障害者にとっては不公平
なことだ。
　その外、手話通訳制度が不完備な
ので、聾者はどこへ行っても、コミュ
ニケーションをしがたい。聾者はコ
ミュニケーションがうまくできなかっ
たあげく、一般の人々に誤解される
ことがますます多くなっていく。そ
のため、手話通訳が必要になる。残
念ながら、社会福祉が発展途上にあ
る台湾では、手話通訳証を持ってい
る正式な手話通訳者は17人しかいな
い。聾者の数に対して、手話通訳者
数は不足している。
　手でも、話せるということをみん
な知っているのだろうか。手でも、
自分の意志が伝えられる。手でも、
ささやける。一緒に手話であなたの
手をささやかせてみよう。
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プリズムのような留学生活

優秀賞（上級）

　私は日本へ来てもう半年になりま
した。留学生として、大阪に住んで
いる生活はまるでプリズムのように
色とりどりの側面があります。
　難しい国立大学をめざしている私
は毎日二十四時間では足りないぐら
い忙しいです。というのは国立大学
だったら日本語だけでなく英語も社
会も必要だからです。たいへんだけれ
ども充実した生活を送っています。
　留学生活といえばアルバイトが少
しできるのが一つの特徴です。今、
少しずつ日本語の力をつけつつあり、
私も学校の近くにある店でアルバイ
トをしています。あんまり広くない
店で仕事の帰りに来るお客さんが多
いです。さいしょは何を聞いてもわ
からず困っていましたが、だんだん
慣れてきてお客さんのニーズにこた
えることができるようになりました。
店番をしている間に、もし暇だった
らお客さんと話すことができます。
日本人で中国のことをよく知ってい
る人が多く、びっくりしました。話
しているうちに日本語を習う一方で
日本人に中国語を教える機会がある
のは本当に楽しいものです。店では

店長からお客さんまでみんなが親切
にしてくれます。みんなのあたたか
さのおかげで私ははずかしい思いも
かまわずよく日本語を使い、それで
日本の祭りや生活習慣などしっかり
わかるようになってきました。
　いい経験はそれだけではなく、留
学生向けの活動もあるのです。その
中でも印象に残っているのは「2006
全国都市緑化大阪フェア」という国
際交流の活動に参加した時のことで
す。
　担任の先生を通じて申し込んだこ
の催しに参加できたのはなんといっ
ても幸せなことです。というのは中
国人の代表になり、十か国の留学生
たちと一緒に葦で舟を造りながらい
い交流ができるからです。その日一
日中みんな服が汚れるのもかまわず
とても興味を持って熱心に造りまし
た。たしか葦船学校の先生をしてい
らっしゃる方の指導を受け、ペンチ
を使ってひもを葦の束の間に差し込
んで向こうから引くのです。しかし、
そのまま縛った葦の束はぴんと張っ
ていませんでした。頑丈で安全な舟
を造るために片側八人ずつの学生た
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ちは軍手をはめ、ひもをつかんで力
いっぱい反対に引きました。それを
何度もくり返してやっとできました。
そして船首と船尾を縄で結びました。
作業をしている時につい子供のころ
綱引きをした時の楽しさを思い出し、
懐かしくなりました。舟は「友好の
舟」と命名されました。みんなサイ
ンした後、舟の完成を祝ってお酒で
乾杯しました。気がつくといつの間
にか西の空が赤くそまっていました。
仲よくなった人と別れざるをえませ
ん。「案ずるより産むがやすし」と
いう言葉が示すとおり努力さえすれ
ば最後には成功できます。
　留学生にとって自分がどんなこと
に対してもまじめな態度で接するの
は大切なことだと強く思いました。
　しかしながら一人での留学生活で
とび上がるように喜んでいる時もあ
れば顔をそむけて泣く時もあります。
とりわけ病気になった時はさびしい
思いをしました。その時両親がそば
にいてくれたらいいのになと思いま
した。たしか前回熱があったのは一
か月前のことでした。ある日曜日に
寮で休んでいながらどうしても国の
母に電話をかけてしまいました。け
れども母を心配させないように病気
についての話にはなにも触れません
でした。その時本当に成長して大人
になったような気分になりました。

日本に来て初めて生活の大変さがよ
くわかりました。両親がきびしいの
は子供を深く愛しているからにほか
ならないということは前は少ししか
理解できませんでしたが今はつくづ
くそう感じます。
　来日以来日本語を学んだり各国の留
学生たちと友達を作ったりしていまし
たがいろいろなことはまだ私の記憶に
新しいです。プリズムのような色が私
の生活を飾り付けてくれます。
　理想が近づく、生活の動力がいっ
ぱいある、赤色！
　異文化のまざり合う、だいだい色！
　一人での生活で単純な太陽を享受
する、黄色！
　留学生寮のまどの前の木は私にとっ
てはもう生活の一部である、緑色！
　まだ成熟してはいないけれども高
く未来の空を熱望している、青色！
　きれいな空の色のように留学生の
生活は清貧でも充実している、藍色
　父母の期待と深く思い慕う、紫色！
　このようなプリズムの中、大阪を
留学生の第二のふるさととしてまた
いろんな夢に向かってここで進んで
いこう！今、私の心はこういう気持
ちでいっぱいです。
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　今日も国の両親からの小包が届き
ました。いつものように私が大好きな
お菓子からカルシウムのカプセルまで
そろっていましたが手紙をあけてみる
と、なんと私が赤ちゃんの頃撮った写
真も同封されていました。
　昨年、主人の仕事の都合で私は日
本に来ることとなり、ずっとそばにい
てくれた両親と遠く離れました。そん
な遥かに離れるのは生まれて初めての
ことです。それだけにますます両親に
心配をかけることになってしまいまし
た。その手紙を読むと両親の年取った
心細そうな顔が頭に浮かんできて、思
わず知らず涙が出てきました。
　早産児だった私は月足らずのため体
が小さくて生きて育つかどうかさえ疑
問だったそうです。父と母は倍の愛情
を込めて私をこんなに大きく育ててき
ました。が、子供の頃の私は、苦労に
耐えて一生懸命養育してくれた父母に
感謝することもなく、怠け者で、しか
も突っ張っていました。
　私が中学一年生の時、台湾の女流
作家が自分の中学生の時、当時の担任
の先生との初恋の経験をもとにして書
いた本「窓外」が少年少女に大人気で

した。読書するのが大好きだった私は
友人に頼んでやっとその本を借りまし
た。借りられる期間が限られていたの
で私は暇さえあれば「窓外」を読み始
めました。それは実に見事な小説でし
た。青春時代にあった私がつい夢中に
なってしまったのは言うまでもありま
せん。早く読み終わり、首を長くして
「窓外」を待っているクラスメートに
も読んでほしかった私は、学校の休み
時間はもとより、下校後家に帰って宿
題をする時間も惜しんで読みふけりま
した。子供に対するしつけが厳しかっ
た両親に知られては本を没収されるか
もしれないと思い、自分の部屋で真面
目に学習しているふりをするため「窓
外」を教科書の下に隠して一生懸命読
んでいました。が、残念なことに、自
分のちょっとしたミスが原因で両親に
気づかれることとなりました。意外に
も私が最も両親に叱られたのは私が隠
れてこっそり本を読んだことでした。
不誠実な行為は絶対に許されないと父
に言われました。
　しかし、思春期にあったせいか私と
両親との衝突はそれだけに終わりませ
んでした。中学校を卒業した時、三年

海の如く深き愛に
�　菊华（中国）ゴ キクカ
優秀賞（上級）
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間の同窓生に友情の象徴としてステキ
な少女人形を贈ってもらいました。私
は大切に自分の部屋に飾っておきまし
た。そんなある休日に母の同僚が家を
訪ねてきました。そしてあいにくその
同僚は自分の幼い娘さんも連れてきま
した。その娘さんは幼いとはいえ、目
が利くのでした。私が大切にしてきた
人形を見られ、気に入られてしまった
のです。父はそれをあげなくては顔が
立たないとでも思ったのか、私の同意
なしに勝手に私の人形をその子にプレ
ゼントしました。外出していた私は母
から聞いて早速大事な人形を置いた所
に行って見ると既になくなっていまし
た。もうどうしようもありませんでし
た。一瞬、父への恨みが心の中で膨張
し、父に「パパ、大嫌い！」と叫んで
部屋に閉じこもりました。涙が止まら
ずだれがドアを叩いても相手にはしま
せんでした。
　翌日、朝食もとらず、黙って学校
に行きました。同様にして過ぎていっ
た三日目の放課後、いつものように
うちへ帰ってだれひとりとも話さな
いで自分の部屋に入りました。信じ
られないことが起こりました。人形、
その友達からの贈り物が、帰って来て
いたのです。ようく見ると、人形のそ
ばに手紙がありました。それは父がわ
ざわざ買ってきた人形でした。父は手
紙に「原品ではないが許してくれない

か？」と書いていました。その瞬間、
私の目から涙があふれました。そんな
に大した問題じゃないのに堂堂たる医
者である父親が娘の私に謝罪するなん
て全く思いも寄りませんでした。親不
孝極まりないと私は悟り、後悔の念を
禁じ得ませんでした。
　そんなに反抗してきた娘でも私に対
する両親の愛情はちっとも変わってい
ないのです。高校二年生の時原因不明
の病気で夏休みにずっと寝こんでいた
私を、仕事もせず、細心の注意で面倒
見てくれた母の姿、いても立ってもい
られないほど心配そうな父の顔、苦労
で増えてきた二人の白髪……走馬灯の
ように目の前に浮かんできます。しか
も、大人になったとはいえ私は今でも
両親に心配をかけ続けているのです。
海の如く深い恩情に対して今異国にい
る私はどう応えればいいのか̶。
　娘が日本にいることから日中関係
への関心が高まり、日中友好を絶えず
祈っている両親に少しでも安心しても
らえるようにするため、私は日中友好
の道を志します。精一杯日本語を勉強
し、日中両国に関わる仕事をし、お互
いに理解しあえるよう、私なりに力を
尽くします。小包の中身を見ながらそ
う決心しました。
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講  評
審査委員長　林　成志

　本作文コンクールも今年で13回目
を迎えます。今回も世界31カ国の留
学生から初級65点、中級50点、上級
54点、合計169点の応募をいただき、
審査員一同、嬉しい悲鳴を上げなが
らの選考となりました。

　今、世界ではイラク問題、イスラ
エル対ヒズボラ、ハマスとの戦争、
英国では大規模テロ未遂、隣国によ
るミサイル発射、地球温暖化による
環境破壊…等々、有史以来数千年の
歴史の中で人類はいったい何を学ん
できたのでしょうか。又、国内に目
を向ければ親が子を殺し、子が親を
殺す。到底常識では考えられない事
件が多発しています。

　今から数年前、偶然にも初めて作
文コンクールの原稿を読ませてもらっ
たときの驚きが今でも忘れられませ
ん。誤字が多く、違和感を覚える文
章でしたが、後でその作文が日本に
来て数ヶ月の学生によって書かれた
と聞かされ、大いに驚き、感心させ
られたものでした。

　今回、改めて審査を担当し、そのレ
ベルの高さと青年らしい素直な気持で
生活習慣の違いや、親や友人に対する
愛情、留学先日本でのとまどい、など
がつづられ、混沌とした世界情勢、殺
伐とした社会にあって将来の夢と希望
に向かって進んでいく若人の熱意が伝
わる力作ぞろいでした。

審査方法
　初級、中級、上級の部で当委員会の
委員が責任者となり、審査員にはそれ
ぞれの部で30才代、50才代、70才代
（上級においては50才代、60才代、
70才代）の会員を選任しました。
　各級とも審査員の評価点を合計し
て上位３名の高得点者を入賞者とし
ましたが、結果は各級それぞれ高得
点が数作品に集中することになり、
世代を越えて「人の心を打つものは
同じ」と感じさせられ興味深いもの
となりました。
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初級の部

最優秀賞－「経済の発展及び問題」
　初級審査員の全員が評価した作品
で、環境問題を真剣に考えている力
作でした。わが国でも過去、経済活
動優先で多くの環境破壊や公害問題
を引き起こしてきました。中国にお
いても今後、ますます深刻化するで
あろうこの問題を専門に研究し、解
決するための勉強をされる決意が伝
わってきました。

優秀賞－「お風呂屋さん」
　高得点ながら評価の分かれた作品
でした。韓国と日本の「お風呂屋さ
ん」内での習慣の違いを述べている
作品ですが、筆者の若さから来る初々
しさも感じられ温かみのある作品で
した。

優秀賞－「日本語の勉強」
　フィリピンの留学生からの応募作
品です。日本に来てまだ数ヶ月（？）
しか経っていないのでしょうか。一
生懸命勉学に励む姿がよく現れてい
ます。留学先で一番大事なこと、「い
い先生といい友達」それさえあれば
頑張れる…。それを得られることは
人生最大の喜びの一つです。古今東
西、全世界共通ですね。

　特別賞は該当する作品がありませ
んでした。

中級の部

最優秀賞－「日本に来て失って
　　　　　　　　　よかったもの？」
　４人の審査員が全員評価した作品
でした。自分の気持が実に素直に表
現されて読む人の心をつかみます。
「災い転じて福となす」突然の事故
でしたが、姉やクラスメートに励ま
されて今までの自分から脱皮していく
姿がよく表されている作品でした。

優秀賞－「日本人と時間」
　最優秀賞と同じく４人の審査員全
員が評価した作品でした。文章の読
み易さと内容の総合力は非常に高く、
表面的な事象だけで判断するのでな
く「なぜ、そうなのか」「だから、
こうなった」というレベルまで自分
の意見が述べられており感心させら
れました。

優秀賞－「外国人の目に映った日本」
　思いやりの心、道徳心、礼節…日
本人が昔から育んできた心情です。
最近はこれらの希薄化に心を痛めて
いる人も多いのが現状です。幸いに
も筆者は色々な場面で心優しい日本
人と出会ったようです。我々にとっ
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ても警鐘となる作品でした。

　特別賞は該当する作品がありませ
んでした。

上級の部

最優秀賞－「ささやいている手」
　まず、本人の手話通訳のボランティ
アそのものが素晴らしい行動です。
手話に魅せられ、自分の一生をそれ
に打ち込む姿に感動しました。文章
も起承転結があり、読み易く、話の
流れ、内容も良く、読む人を考えさ
せる点で、４人すべての審査員より
高い評価を得ました。

優秀賞－「プリズムのような
　　　　　　　　　　　留学生活」
　留学生の誰もが経験するその喜び
や苦労、さまざまな想いを七色のプ
リズムとして例えているそのセンス
が新鮮でした。又、文字の正確さ、
美しさには目を見張るものがありま
した。

優秀賞－「海の如く深き愛に」
　昨年に引き続き二度目の挑戦です
が、筆者の青春時代の両親との葛藤
を思い返しつつ、異国にあって両親
の愛情に感謝している内容は、読む
者に親子の情愛を感じさせます。

　特別賞は該当する作品がありませ
んでした。

　以上が入賞された作品に関する感
想でしたが、選外の作品の中にも素
晴らしい作品が多数ありました。次回
に再挑戦されることを期待します。

　最後に応募された留学生の全員に
心からの謝意を表します。又、作文
提出のための労をお取りいただきま
した大阪日本語教育センターの先生
方に感謝を申し上げます。本当に有
難うございました。
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（注記）
　この冊子をまとめるにあたり、原作品
は縦書であるのを横書きとしました。こ
のため漢数字などもそのままになってい
ます。また、日本語の表記能力も審査の
対象となっているため、できる限り原作
品の表記のままとしました。




